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第1章
名詞は冠詞で生きている

「ここは“a”かな？ それとも“the”かな？」などと、どちらの
冠詞を使えばいいのかひとしきり迷うことがよくあります。

　冠詞の文法を学ぶ場合、基本的には冠詞は限定を表すものと考
えることができます。ですから “the day after tomorrow”「明後
日」に“the”がつくのは論理的に納得がいきます。明日の後の日
は1日しかない、つまり限定されているからです。しかし、これ
が“day after tomorrow”と無冠詞で言う場合（特にアメリカ英語）
には、慣用的な形式となってしまいます。こうした例は枚挙に暇

いとま

がありませんが、慣用表現も重要な情報の1つです。
　この章では冠詞を必要とする名詞との関わりに焦点をしぼって
あります。固有名詞に冠詞がつく場合や、冠詞がつくことによっ
て名詞の種類や意味が異なる場合などにふれています。
　ネイティブスピーカーのように完全には使いこなすことは無理
としても、少しずつであっても習得したいものです。


